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ヤ

は
ま
ぐ
り

（
ハ
マ
グ
リ
）
大
小
あ
り
志
摩

郡
野
北
浦
よ
り
出
る
者
を
野
北
は
ま
ぐ

り
と

い
ふ
甚
大
に
し
て
味
美
な
り
　
志

う
と
う
が

ひ

（
コ
メ
ガ
カ
サ
科

の
種
）

志
ゞ
み

（シ
ジ
ミ
）

あ
さ
り

（ア
サ
リ
）

た
つ
か
ひ
と
も
い
ふ
　
た
こ
ふ
ね

⌒タ
コ

ブ
ネ
）
た
こ
が
ひ
と
も

い
ふ
　
い
が
ひ

（イ
ガ
ヒ
）

士
心
ほ
ふ
き
が
ひ

（シ
オ
フ

キ
）
　

ほ
た
て
が
ひ

（イ
タ
ヤ
ガ
イ
）
志

や
く
し
が
ひ
と
も
い
ふ
　
あ
か
が
ひ

⌒ア

カ
ガ
イ
）
極
て
ま
れ
な
り
　
い
し
わ
り
が

ひ

（イ
ン
マ
テ
）

た
い
ら
ぎ

（タ
イ
ラ

ギ
）
　

あ
ハ
び

（ア
ワ
ビ
）
　

ま
あ
ハ
び

（ク

ロ
ア
ワ
ビ
）
　

ま
た
か

（
マ
ダ
カ
ア

ワ
ビ
）
　

め
ひ
ら

（メ
カ
イ

ア
ヮ
ビ
）

と
こ
ぶ
し

（ト
コ
ブ
シ
）
う

へ
じ
と
も
い

ふ
至
て
ち
い
さ
き
あ
ハ
び
な
り
　
よ
め
が

さ
ら

（コ
メ
ガ
カ
サ
）

お
に
が
ぜ

（ム

ラ
サ
キ
ウ
エ
）
う
に
と
も
た
ハ
ら
が
ひ
と

も
い
ふ
　

つヽ
は
が
ぜ

⌒バ
フ
ン
ウ
エ
）
こ

ま
が
ぜ
と
も
い
ふ
　
ま
て

（
マ
テ
ガ
イ
）

か
き

（
マ
ガ
キ
）
か
き
び
し
と
も

い
ふ

お
き
が
き

（イ
ワ
ガ
キ
）
こ
ろ
び
が
き
大

が
き
ま
が
り
と
も
い
ふ
　
士
心
ゐ

⌒カ
メ
ノ

テ
）
か
め
の
て
又
せ
い
と
も
い
ふ
　
に
し

（
ニ
シ
は
数
種
の
巻
貝
の
総
称
）
　

あ
か

に
し

（
ア
カ

ニ
シ
）

ば

い

（
バ
イ
）

子
や
す
が
ひ

（コ
ヤ
ス
カ
イ
ま
た
は
タ
カ

能
古
島
周
辺
の
貝
る
い
達

０
　
泊
　
秀
治

波
に
揺
ら
れ
て
含
寄
る
貝
類

恵
ま
れ
た
海
洋
資
源
の
博
多
湾
で
あ

っ
て
も
、
能
古
は
島
で
あ
り
、
湾
奥
に
あ

る
の
で
資
源
は
限
ら
れ
て
く
る
。
沿
岸
漁

業
で
家
族
単
位
の
漁
法
で
あ
る
。
昔
か
ら

玄
界
灘
で
と
れ
る
魚
貝
類
は
美
味
だ
と
い

わ
れ
て
い
る
が
昔
の
博
多
湾

・
玄
界
灘
で

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
と
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。

◆
筑
前
国
産
物
帳

享
保
十
九

（
一
七
三
四
）
年
、
幕
命

を
受
け
た
筑
前
浩
主
黒
田
継
高
が
竹
日
定

之
進
と
小
野
玄
林
に
藩
の
産
物
に
つ
い
て

調
査
報
告
を
命
じ
四
年
後
の
元
文
三

（
一

七
三
八
）
年
に
完
成
し
た
筑
前
国
の
博
物

誌
と
い
え
る
資
料
で
あ
る
。
全
六
冊
か
ら

な
り
そ
の
中
の
筑
前
囲
産
物
補
同
帳
に
は

貝
類
の
彩
色
絵
凶
も
載

っ
て
い
る
。
こ
の

絵
図
帳
は
三
百
数
十
年
前
に
ま
と
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
現
行
の
専
門
的
見
地
か

ら
し
て
の
種
類
の
査
定
な
ど
不
可
能
な
場

合
が
多
い
が

一
方
で
は
断
片
的
な
が
ら
、

今
日
に
お
い
て
も
有
意
義
な
示
唆
を
与
え

る
記
述
も
多
く
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
解

説
を
今
日
的
兄
地
か
ら
内
田
恵
太
郎
先
生

が
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
、　
一
部
を
御

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

⌒　
　
）
は
現
在
名
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ラ
ガ
イ
）
螺
様
の
も
の
な
り
　
か
う
か
ひ

（テ
ン
グ

ニ
シ
）
な
が
び
な
と
も

い
ふ

つ
べ
た

（ツ
メ
タ
ガ
イ
）
　

さ
ゞ
ひ

（サ

ザ
エ
）
　

さ
ん
せ
う
が
ひ

（サ
ン
シ
ョ
ウ

ガ
イ
）

が
う
な

（ヤ
ド
カ
リ
）
や
ど
か

り
と
も
い
ふ
　
よ
め
の
か
さ

（ヨ
メ
ガ
カ

サ
）
是
を
も
よ
め
が
さ
ら
と
も
い
ふ
　

つヽ

つ
ら
が
ひ

（ウ
ズ
ラ
ガ
イ
）
　

小ヽ
せ

（フ

ジ
ツ
ボ
）
こ
し
き
と
も
い
ふ
　
た
こ
の
ま

く
ら

（タ
コ
ノ
マ
ク
ラ
）
食
品
に
あ
ら
す

川
び
な

（カ
ワ
ニ
ナ
）
川
に
あ
り
　
た
に

し

（タ
ニ
シ
）
田
に
あ
り

◆
筑
前
囲
績
風
上
記
附
録

⌒下
巻
）

天
明
四

（
一
七
八
川
）
年
、
柄
岡
藩

士
加
藤

一
純
が
落
命
を
う
け
鷹
取
用
成
ら

の
助
録
を
得
て
四
十
巻
を
港
に
献
上
、　
一

純
の
没
後
鷹
取
が
青
柳
種
信
の
助
録
を
得

て
不
足
の
八
巻
を
補
う
。
村
名
を
記
し
そ

の
産
土
神
か
ら
始
め

「神
詞

・
仏
堂

，
名

所

・
陳
跡

・
山
川

・
原
野
」
か
ら

「鳥

獣

・
虫
魚
」
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
む
ろ

ん
貝
類
も
含
ま
れ
て
お
り
、　
一
部
を
紹
介

す
る
と
介
品
類

崚
―
鍾
崎

・
大
嶋

・
弘
消
に
渚
女
あ
り
て

多
く
取
る
。
弘
浦
に
て
崚
の
藻
焼
と
去

も
の
を
製
す
。
唯

一
人
有
。
秘
し
て
他

人
に
博

へ
す
。
野
北
、
唐
泊
の
海
底
に

も
、
大
な
る
媛
多
し
と
い
ふ

焚
胞
１
鍾
崎

・
大
嶋
に
て
夏
月
に
製
す

野
北
大
蛤
―
志
摩
郡
今
津
浦
の
内
、
大

原
の
内
に
も
大
な
る
貝
あ
り

蝉
―
中
春
の
比
よ
り
楠
崎
の
斥
地

・
福
岡

の
海
汀

・
伊
崎
邊
に
も
多
け
れ
と
も
小

し
馬
刀

・
柴
螺
―
志
摩
郡
玄
界
嶋
野
北

・
店

泊

・
宗
像
郡
地
嶋

・
大
嶋
等
に
多
し

蜆
―
糟
庄
郡
箱
崎
海
所
、
志
摩
郡
遅
出
浦

等
に
多
し

卿
蜆
―
此
の
貝
束
都
に
て
は
さ
る
ぼ
う
と
去

た
い
ら
ぎ
―
遠
賀
郡
若
松
消
に
あ
り
残
嶋

の
産
に
勝
れ
り
。
志
摩
郡
今
出
村
新

日
の
遅
潮
人
に
も
生
す
。
文
早
良
郡

十
六
丁
村
の
所
分
、
十
郎
川
の
末
海
汀

姪
濱
村

の
民
此
所
を
渉
り
。
足
を
損

し
て
よ
り
始
て
此
貝
有
事
を
知
れ
り

う
つ
ら
貝
―
此
貝
四
月
に
多
く
と
る
。
大

蛤
に
似
て
別
種
也
。

幅
―
今
楠
崎
の
海
中
に
多
か
ら
す
。
否
椎

潟

・
名
嶋

・
志
賀
嶋

・
Ｔ
久
嶋
の
海

中
に
多
し
。
冬
よ
り
呑
の
問
、
箱
崎

の
漁
父
こ
れ
を
と
り
て
販
く
。
唐
泊

の
海
中
今
は
怖
な
り
。
遠
賀
郡
本
城

潟
に
多
し
。
極
め
て
大
く
味
よ
し
。

櫻
貝
―
遠
賀
郡
薦
屋

の
海

遅

嶋
郷

の

海

渥

に
も
あ
り
。

さ
ん
し
や
う
貝
―
那
珂
郡
弘
浦
に
有
。

あ
さ
り
貝
―
早
良
郡
残
嶋
に
多
し
。
名

一産
也
。
箱
崎

の
漁
父
府
下
に
販
く
は

あ
さ
り
貝
に
あ
ら
す
。
涙
あ
さ
り
と

云
。
卿
既
の
種
類
な
り
。

◆
佐
治
家
文
書

沖
庄
崎
町
の
旧
家

「佐
治
家
」
に
は

寛
政
十
二

⌒
一
八
〇
〇
）
年
、
津
屋
崎
の

浜
に
遊
び
に
き
た
六
歳
の
黒
回
の
殿
様
に

贈

っ
た
貝
の
標
本
の
記
録

「献
上
貝
の
図
」

（和
紙
三
枚
）
が
残

っ
て
い
る
。

あ
さ
り

⌒ア
サ
リ
）
や
加
起

（カ
キ
）、
あ

か
貝

⌒ア
カ
ガ
イ
）、
さ
く
ら
貝

⌒サ
ク
ラ

ガ
イ
）
、
志
ほ
ふ
き
が
ひ

⌒シ
オ
フ
キ
）
、

で
い

⌒か
ひ
）、
き
さ
ご

（キ
サ
ゴ
）
、
た

か
ら
貝

（メ
ダ
カ
ラ
ガ
イ
）
、
ゑ
ぼ
し
貝
、

い
た
や
貝

（イ
タ
ヤ
ガ
イ
）、
あ
ざ
貝

⌒ワ

シ
ノ
ハ
ガ
イ
）
な
ど
が
載

っ
て
い
る
。

博
多
湾
や
玄
界
灘
で
は
昔
か
ら
豊
か
な

海
を
利
用
し
て
貝
類
が
食
糧
の

一
部
と
し

て
採
集
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

⌒次
号
へ
続
く
）

學
饒
韓
饒
隷
鞠

今
年

の
台
風
で
館
庭

の
構
木
が
初

め
て
倒
れ
ま
し
た
。
切
り
詰
め
植
え
直

し
た
為
今
ま
で
見
上
げ
て
い
た
本
は
、

極
端
に
短
く
て
太
い
幹
と
、
わ
ず
か
な

葉
し
か
残

っ
て
い
ま
せ
ん
が
元
気
に
頑

張

っ
て
い
ま
す
。
毎
年
五
月
の
終
り
頃

に
な
る
と
黄
色
に
色
づ
い
て
ゆ
く
実
と

深
い
緑
色
を
し
た
業
の
色
あ
い
が
美
し

く
、
館
を
訪
れ
る
人
か
ら

「も
う
食
べ

ら
れ
る
？
」

「も
ら

っ
て
い
い
？
」
と

尋
ね
ら
れ
て
い
た
枇
杷
の
本
で
す
。
実

は
熟
れ
る
直
前
に
カ
ラ
ス
が
飛
ん
で
来

て
、
あ

っ
と
い
う
間
に
そ
の
お
腹
の
中

へ
…
。
も
ち
ろ
ん
職
員
の
日
へ
は
入
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
問
は

カ
ラ
ス
も
オ
ア
ズ
ケ
で
す
。
こ
の
枇
杷

や
甘
夏
柑
で
有
名
な
能
古
島

に
と

っ

て
、
今
年
の
に
い
台
風
は
多
く
の
樹
木

を
倒
し
て
通
り
過
ざ
ま
し
た
。　
一
年
を

通
し
て
の
作
業
を
締
め
く
く
る
収
穫
の

宮
び
は
来
年
か
、
も

っ
と
も

っ
と
先
に

な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
島
の
人
達
は

黙

々
と
身
体
を
動
か
し
働

い
て
い
ま

す
。
と
て
も
辛
抱
強
い
の
で
す
。

当
館
は
も
う
す
ぐ
冬
季
休
館

（十

二
月
～
二
月
末
迄
）
に
入
り
ま
す
。
館

で
の
仕
事
は
外
作
業
が
主

に
な
り
ま

す
。
暖
か
な
日
は
嬉
し
い
。
で
も
自
然

と
直
接
向
き
あ

っ
て
仕
事
を
し
て
い
る

人
達
の
事
を
考
え
る
と
、
ど
う
ぞ
冬
は

冬
ら
し
く
…
と
願
い
ま
す
。
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福
岡
湊
町
加
瀬
家
と
姪
浜
石
橋
家
の
関
係

友
の
会
会
員

石
橋
　
善
弘

能 古 博 物 館 だ よ り(3)第 47号

“…
会
員
寄
稿

福
岡
湊
町
加
瀬
家

に

つ
い
て
は
、

す
で
に
多
く

の
研
究
が
な
さ
れ
、
江

戸
時
代

の
福
岡
を
代
表
す
る
大
商
家

で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

最
近
あ
る
偶
然

の
機
会
か
ら
、
加
瀬

家
と
姪
浜
石
橋
家
の
関
係
に
つ
い
て
、

新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た

の
で
記
し

て
お
き
た
い
。

加
瀬
家
初
代
と
さ
れ
る
嘉
兵
衛
元

長

（
一
七
三
二

（享
保

一
七
）
年
卒
、

享
年
八
十
三
才
）
は
長
男
嘉
六
を
分

家
さ
せ
、
長
女

ハ
ル
に
姪
浜
石
橋
家

か
ら
嘉
兵
衛
元
忠
を
養
子
に
迎
え
た
。

こ
の
縁
組
み
は
、
後

の
酒
造
御
免
札

の
譲
渡
や
醸
造
技
術

の
取
得
等
と
関

連
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
実
際
、

加
瀬
家
は
こ
の
縁
組
み
の
前
、
元
長

二
十
三
才
の

一
六
七
二

（寛
文

一
二
）

年

に
酒
造
業
を
は
じ
め
、　
一
七
三
七

（元
文
二
）
年
に
は
湊
町
の
居
宅
、
酒

蔵
等
を
石
橋
孫
兵
衛
よ
り
買

い
取

っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

縁
組
み
は

ハ
ル
が
二
十
才
前
後
、
元

長
が
四
十
代
中
頃
と
仮
定
す

る
と
、

一
六
九
〇
年

ご
ろ
の
こ
と
と
推
定
さ

れ
る
。
居
宅
等

の
買

い
取
り
は
、
元

長

の
没
後
、
元
忠

の
代

に
な

っ
て
か

ら
で
あ
る
。

分
家
し
た
嘉
六
は
妻
を
、
こ
れ
も

石
橋
家
か
ら
迎
え

て
い
る
こ
と
が
最

近
判

っ
た
。

つ
ま
り
、
嘉
兵
衛
元
長

の
子
供
は
二
人
と
も
配
偶
者
を
石
橋

家
か
ら
得
て
お
り
、
加
瀬
家
と
石
橋

家
と
の
間
に
は

（
こ
れ
ら
の
縁
組
み

に
よ

っ
て
深

い
関
係
が
で
き
た
と

い

う
よ
り
も
）
当
時
す
で
に
相
当

の
姻

戚
関
係
が
あ

っ
た

こ
と
が
想
像
で
き

る
。
そ
う
で
も
な

い
限
り
、
こ
の
よ

う
な
二
重

の
縁
組
み
は
不
可
能
と
考

え

る

の
が
自

然

で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。さ

て
、
養
子
に
な

っ
た
元
忠
で
あ

る
が
、

こ
れ
は
姪
浜
北
小
路

（現
在

の
姪
浜
三
丁
目
あ
た
り
）
石
橋
徳
兵

衛

の
子
で
あ
る
。
ま
た
、
姪
浜
白
亀

寺
の
過
去

―帳
に
よ
る
と
嘉
六
の
妻
は
、

姪
浜
北
小
路

の
石
橋
太
右
衛
門
の
娘

で
、　
一
七
三
四

（享
保

一
九
）
年
十

二
月
十
九
日

に
亡
く
な

っ
て
お
り
、

戒
名
を
善
室
妙
因
信
女
と

い
い
、
同

寺
祠
堂
に
葬
ら
れ
て
い
る

（祠
堂
の

場
所
は
現
在
不
明
）
。

こ
こ
で
、
嘉
六
の
妻

（石
橋
太
右

衛
門
の
娘
）
の
没
年
が
元
長
の
そ
れ

の
直
後
で
あ
る
こ
と
、
婚
家
で
は
な

く
実
家
の
音
提
寺
に
葬
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
注
目

に
値
す
る
。
想
像

で
は

あ
る
が
、
分
家
し
た
嘉
六
は
病
弱
だ

っ
た

の
で
は
な

い
か
、
ま
た
そ
れ
が

分
家

の
理
由

で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

そ
し
て
、
す
で
に
夫
を
亡
く
し
て
い

た
分
家

の
嫁

で
あ
る
嘉
六

の
妻
か
ら

加
瀬
屋
　
近
世
中

・
後
期

（江
戸

時
代
）
福
岡
市
湊
町
で
、
酒
造

業
、
質
屋
業
、
隠
岐
国
問
屋
を

営
む
と
と
も

に
、
福
岡
藩

・
秋

月
藩
銀
主
、
御
家
中
御
世
帯
請

持
銀
主
も
。
格
式
町
屋
。

特

に
御
家
中
御
世
帯
請
持
銀

主
は
黒
田
藩

の
武
士

に
知
行
俸

禄
米
を
担
保
と
し
た
商
人

で
、

金
融

の
外

に
、
落
か
ら

の
蔵
米

受
取
り
の
手
続
き
や
保
管
、
売

却

し
て
銀

に
換
え

る
業
務

で
、

江
戸

の
札
差

に
あ
た
る
。
落
と

の
密
接
な
関
係
な
し
に
は
成
り

立
た
な
い
。

初
代
は
早
良
曲
淵

の
出
。
二

代
目
は
姪
浜
石
橋
家
よ
り
養
子
。

九
代

で
廃
藩
置
県
を
迎
え
た
。

福

岡

年

行

司

を

勤

め

た
福

岡

（博
多
で
は
な

い
）
の
代
表
的
な

商
家
。

姪
浜
石
橋
家
　
姪
浜

に
は
石
橋
を

名
乗
る
各
家
が
あ
る
。
能
古

に

も
石
橋
姓
が
あ
る
。
言

い
伝
え

で
は
共

に
早
良
曲
淵

の
同
流
れ

と

い
う
。
姪
浜
石
橋
各
家

の
う

ち
、
著
名
な

の
は
石
橋
善
二
郎

家

で
あ
る
。
姪
浜
旦
過

（六
丁

目

一
番
）

に
お

い
て
酒
造
業
を

営
む
。
二
代
善
二
郎
が
同
姓
孫

兵
衛
よ
り
、
酒
造
株
と
家
屋
敷
、

酒
蔵
を
一譲
り
受
け
る
。
七
代

で

明
治
を
迎
え
る
。
幕
末

の
嘉
永

―
安
政
年
間
。
室
見
川

の
架
橋

に
功
績
あ
り
、
藩
か
ら
二
十
人

扶
持
と

い
う
、
破
格

の
待
遇
を

う
け
た
。

な
お
、
石
橋
孫
兵
衛
は
福
岡

湊
町

に
あ

っ
た
酒
造
業
を
加
瀬

屋

に
譲
渡
し
て
い
る
。
ニ
カ
所

に
酒
造
場
を
経
営
し
て
い
た
わ

け
で
、
当
時

の
姪
浜
商
人

の
存

在
力
を
窺
わ
し
め
る
。

（文
　
早
船
正
夫
）
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み
れ
ば
、
義
父

の
没
後
、
加
瀬
本
家

は
新
し

い
戸
工

の
代

に
な

っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
婚
家
で
は
な
く
、
実

家

の
墓

に
葬
ら
れ
た

の
で
は
な

い
だ

ろ
う
か
。

つ
ざ

に
、
酒
造
御
免
札
を
譲
渡
し

た
と
さ
れ
る
石
橋
孫
兵
衛
で
あ
る
が
、

四
人

の
子
に
恵
ま
れ
た

に
も
か
か
わ

ら
ず
妻
子
に
先
立
た
れ
た
と

い
う
証

拠
が
あ
る
。
こ
の
証
拠
と
い
う
の
は
、

石
橋
善
三
郎
家
系

で
毎
年
作
成
し
て

き
た
年
同
誌

で
あ
り
、
そ
れ

に
よ
る

と
慨
ね

（両
暦
年
は
筆
者
追
記
）

洞
岩
了
廊
信
士

宝
暦
六
子
十
月
二
十
八
日

旧
地
主
石
橋
孫
兵
衛

一
七
五
六

柏
院
妙
樹
信
女

延
亨
三
寅
七
月
二
十
六
日

（孫
兵
衛
妻
）

十
七
四
五

恕
林
明
善
信
士

宝
暦
五
亥
四
月
十
三
日

（孫
兵
衛
子
）

一
七
五
五

幼
也
量
女
貞
一半
二
丑
七
月
五
日

（係
兵
衛
女
子
）

一
六
八
五

姉
空
重
女
貞
亨
四
年

（孫
兵
衛
女
子
）

一
六
八
七

如
影
量
女
元
禄
七
成
午
十
月
十
二
日

（孫
兵
衛
女
子
）

一
六
九
四

石
橋
本
家

の
は
地
主

に
て
興
徳
寺

に
墓
地
あ
り

と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
、
孫
兵

衛
が
妥
子
に
先
立
た
れ
、
最
後

に
没

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が

っ
て
、
孫
兵
衛

の
家
系
は
そ
れ
で
述

絶
え
た

の
で
あ
る
が
、
そ
の
姪
浜
旦

過

（現
在

の
姪
浜
六
丁
目
あ
た
り
）

の
土
地
屋
敷
を
受
継

い
だ
の
は
石
橋

善
二
郎

で
、
早
良
郡
史

（福
岡
市
図

書
館
蔵

）

に
よ

る
と

、　
一
七

五

四

（宝
歴
四
）
年

（孫
兵
衛
の
生
前
で
あ

る
こ
と

に
注
意
）

に
酒
造
業
を
開
始

し
て
い
る

（銘
柄

「菊
水
じ
。

こ
の

酒
造
業
は
、
善
三
郎

の
子
係

に
よ

っ

て
受
継
が
れ
、
石
橋
善
次
郎
が

一
九

三
二

（昭
和
七
）
年
十
二
月
廃
業
す

る
ま
で
■
代
、
約

一
八
〇
年
間
続

い

て
い
る
。

最
後

に
、
未
解
決

の
問
題

（
い
ず

【法
人
協
賛
会
員
】

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
浄
滴
寺

個
原
土
井
病
院

ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア
ｍ

ｍ
福
岡
メ
デ
ィ
カ
ル
リ

ー

ス

ｍ
ア
ー
ル
ア
ン
ド
エ
ム

船
ク
リ
ニ
カ
ル
デ
ー
タ

サ
ー
ビ
ス

福
岡
桜
坂
郵
便
局

鬼
鞍
信
学

福
岡
赤
坂
郵
便
局

戸
田
正
義

国
清
医
療
食
品
伽

福
岡
支
店

附
福
岡
経
営
管
理
セ
ン
タ
ー

船
サ
ン
コ
ー

ロ
恵
光
会
原
病
院

働
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

和
白
支
店

ｍ
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

千
代
町
支
店

ｍ
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

香
椎
支
店

ｍ
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

土
井
支
店

側
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

福
岡
流
通
セ
ン
タ

ー
支
店

附
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

新
宮
支
店

ｍ
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

箱
崎
支
店

備
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

久
山
支
店

伺
サ
ン
ネ
ツ
ト

伽
福
砂
屋

（敬
称
略
　
順
不
同
）

□
笠
松
会
有
吉
病
院

伺
ウ
エ
ダ
建
築
社

九
州
防
災
工
業
ｍ

伺
西
部
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

サ
ー
ビ
ス

伺
豊
友
設
備

総
合
産
業
伺

ｍ
ニ
ツ
コ
ク

ト
ラ
ス
ト

伽
メ
イ
デ
ン

ダ
イ
ア
ド
伽

働
ホ
ス
ピ
カ

ギ
ヤ
ラ
リ
ー
倉

田
大
乗
会
福
岡
原
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
ンヽ
ヨ
ン
病
院

口
江
頭
会
さ
く
ら
病
院

伽
ニ
チ
回
九
州
支
社

宗
教
法
人
善
隣
教

伽
リ
コ
ー
商
会

伽
橋
本
組

下
山
工
業
佛

学
校
法
人
原
学
園

愉
唐
人
町
プ
ラ
ザ
甘
実
館

大
和
産
業
開
福
岡
支
店

社
会
福
祉
法
人
福
岡

ひ
ま
わ
り
の
里

大
成
印
刷
ｍ

ｍ
ホ
ー
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

能
古
映
画
サ
ー
ク
ル

硼
岩
室
商
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ご
み
の
里

エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
佃

附
セ
ン
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

０
ト
ー
タ
ル
　
サ
ポ
ー
ト

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

【協
資
会
会
員
】

松
本

成
置
一③

南

訊
次
郎
⑭

中
山

重
夫
◎

菅

　

直
登
③

早
船

正
夫
⑭

奥
村

宏
直
⑦

笠
井

徳
三
⑦

安
陪

光
正
⑤

亀
井

准
輔
⑬

熊
谷

雅
子
⑥

石
橋

観

一
②

木
原

敬
吉
③

坂
田

占
⌒治
③

庄
野

直
彦
④

原
国

国
雄
⑦

森
光

英
子
③

永
井

　

功
②

緒
方

益
男
⑦

浦
上

　

健
①

山
本

　

稔
③

田
中

貞
輝
③

武
内

隆
恭
②

白
水

主我
晴
③

石
野
智
恵
子
⑭

翠
川

文
子
①

多
々
羅
節
子
⑬

熊
谷

古審
二
④

有
江

　

勉
①

山
崎

　

拓
①

七
熊

太
郎
⑦

西
喜

代
松
⑥

片
桐

寛
子
②

西
村

俊
隆
⑥

明
石

散
人
⑤

矢
部

俊
幸
③

上
原

孝
正
③

早
船

首
〓

②

西
方

俊
司
⑤

亀
井

千
秋
③

土
生

借
子
①

【友
の
会
会
員
】

立
石

武
泰
①

伊
藤

　

茂
①

水
田

和
夫
⑥

木
戸

龍

一
①

岡
部
六
弥
太
⑭

星
邸
万
里
子
③

吉
村

市「
江
③

安
松

勇

一
①

上
国

良

一
⑦

高
田

浩

二
⑨

桑
野

次
男
③

藤
木

充
子
②

和
国

宏
子
⑬

行
成

静
子
②

片
岡

洋

一
④

石
川

文
之
③

都
筑

久
馬
⑦

横
山

智

一
③

古
賀

こ月
子
①

宮
崎

　

集
②

西

　

政
憲
①

岡
本

金
蔵
⑦

三
宅

迪石
子
①

星
野

金
子
②

林

十
九
楼
②

宮

　

徹
男
⑭

安
永

友
儀
③

織
田
喜
代
治
⑥

上
国

　

博
○

鶴
田
ス
ミ
子
②

塚
本
美
和
子
⑥

伊
藤

康
彦
⑤

寺
岡

秀
賃
④

原
田

種
美
⑤

奥
田

　

稔
②

石
橋

こ月
助
②

井
上

敏
枝
⑤

隈
丸

革月
次
⑦

吉
冨
と
き
代
⑤

大
山

宇

一
⑥

葉
山

政
志
③

川
島

貞
雅
①

〕序
　

洋
子
②

久
方

正
隆
◎

半
田

耕
典
⑥

武
藤

瑞
こ
④

荘
山

雅
敏
⑥

吉
田

洋

一
⑤

永
岡
喜
代
大
①

神
戸

純
子
④

渡
辺
美
津
子
⑤

山
田

博
子
①

佐
藤

泰
弘
⑥

前
田

静
子
④

飯
田

　

晃
⑤

神
戸

　

聡
③

田
里

朝
男
⑥

吉
田
　
一
郎
①

池
田

修
三
◎

岩
谷

正
子
③

小
川

正
幸
②

権
藤

菊
崩
②

増
田

義
哉
④

宮
嶋
熊
太
郎
③

土
井

千
草
①

松
坂

洋
昌
④

稲
永

　

実
①

鹿
毛

博
通
④

古
川

映
子
①

松
井

俊
規
⑦

衛
藤

博
史
⑥

伊
藤

泰
輔
③

西
村

蓬
頭
③

執
行

敏
彦
④

渡
辺
千
代
子
②

後
藤

和
子
⑦

脇
山
涌

一
郎
①

川
浪
由
紀
子
①

川
田

啓
治
③

足
達

輔
治
⑤

中
村
ひ
ろ
え
③

古
賀

謹

三
②

野
尻

敬
子
③

大
野

幸
治
③

櫛
田

正
己
◎

青
木
良
之
助
③

神
崎
憲
五
郎
⑦



平成 16年 11川 10卜 |能 古 博 物 館 だ よ り(5)第 47 'ナ

れ
も
有
橋
孫
兵
衛

に
関
す
る
も

の
で

あ
る
が
）
を

い
く

つ
か
指
摘
し
て
お

こ
う
。
第

一
は
、
孫
兵
衛

の
父
、
祖

父
が
誰
か
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。
姪

浜
興
徳
寺

の
墓

の
様
子
か
ら
み
て
、

孫
兵
衛
は
長
男
で
は
な
さ
そ
う
で
あ

る
が
、
そ
の
こ
と
が
家
系
を
辿
る
こ

と
を
困
難
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

第
二
は
、
孫
兵
術

の
生
年
、
あ
る

い

は
亡
く
な

っ
た
年
令

で
あ
る
。
年
同

誌

に
よ
る
と
、
最
初

に
子
供
を
な
く

し
た
の
が

一
六
八
五
年
で
、

こ
の
と

き

の
孫
兵
衛

の
年
令
を
二
十
代
は
じ

め
と
仮
定
す
る
と
、
そ
れ
か
ら
七
十

年
余
り
、
九
十
才
前
後
ま
で
生
き
た

こ
と
に
な
る
。

こ
の
描
測
が
正
し
け

れ
ば
、
孫
兵
衛
は
七
十
才
前
後
で
酒

造
御
免
札
を
加
瀬
家

Ｌ
譲
っ
た

こ
と

に
な
る
。
孫
兵
衛

の
生
年
を
特
定
す

る
こ
と
は
、
孫
兵
衛
が
湊
町
の
土
地

庄
敷
や
消
造
御
免
札
を

い
つ
取
得
し

た
の
か
、
あ
る
い
は
親
か
ら
相
続
し

た
も

の
か
ど
う
か
な
ど
を
推
測
す
る

上
で
重
要
で
あ
る
。
第
二
は
、
石
橋

善
二
郎
が
、

い
つ
、

い
か
な
る
か
た

ち
で
孫
兵
街

の
土
地
屋
敷
を
受
継

い

だ

の
か
、
ま
た
、
孫
兵
衛
が
経
営
し

て
い
た
酒
造
業
と
常
三
郎
が

一
七
五

四

（宝
歴
四
）
年

に
は
じ
め
た
酒
造

業

の
間

に
時
期
的
な
空
白
が
あ
る
の

か
な

い
の
か
と

い
う
問
題

で
あ

る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、

さ
ら
に
時
代
を
遡

っ
て
加
瀬
家
と
有

橋
家

の
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
。

筆
者
は
歴
史
を
専
門
に
勉
強
し
て

い
る
者
で
は
な

い
が
、
最
近
得
た
知

見
を
記
録

に
残
す
必
要
性
を
感
じ
、

記
録

に
あ
る
事
柄
を
中
心
に
、
そ
れ

か
ら
想
像
、
推
測
さ
れ
る
こ
と
を
ま

じ
え

て
記
し
た
次
第

で
あ
る
。
本
稿

の
執
筆

に
あ
た

っ
て
は
、
加
瀬
家

の

流
れ
を
く
む
松
井
俊
規
氏

（福
岡
市

中
央
区
在
住
）
お
よ
び
姫
浜
の
歴
史

に
詳
し
い
早
船
…―ｌｉ…
夫
氏

（福
岡
市
西

区
在
住
）
に
い
ろ
い
ろ
ご
教
ホ

い
た

だ

い
た
。
ま
た
過
去
帳

の
関
覧

に
つ

い
て
、
白
葛
寺

・
川
端
洪

―――
住
職

に

お
世
話

に
な

っ
た
。

こ
れ
ら
の
方

々

に
感
謝
の
意
を
表
わ
す
。

金
子

柳
水
③

佐
野

　

至
③

井
手

親
栄
⑩

宮
崎

春
夫
①

鬼
丸

詢右
山
②

山
崎
エ
ツ
子
④

小
山

元
治
③

吉
瀬

一示
雄
①

吉
賀

主我
朗
○

西
山

正
昭
③

市
丸
喜

一
郎
①

豊
島

嘉
穂
②

守
瀬

孝
二
①

鋤
田

祥
子
⑥

甲
本

達
也
①

日
本

政
宏
⑥

鳥
井
裕
美
子
②

濱
北

折
］
郎
①

大
塚

博
久
⑦

辻
本

雅
史
⑤

松
田

　

こ帰
③

杉
浦

五
郎
⑦

中
野

臼朗
子
③

大
谷

英
彦
⑤

野
崎

逸
郎
③

住
本

　

百歳
⑤

前
田
敏
也
子
⑭

村
山

士
［
廣
①

住
本

直
之
⑤

間
所
ひ
さ
子
⑮

伊
藤

英
邦
①

鹿
毛

光
子
①

古
賀

朝
生
①

林

　

正
孝
②

井
上

高臼
策
②

田
中

寛
治
②

土
屋
伊
確
雄
①

白
井

京
子
②

原

　

礼
子
①

小
堀
百
合
子
①

原

　

康
二
①

原

　

牧
子
①

杉

み
ど
り
⑤

原

　

祐

一
〇

山
下

こ月
久
②

杉
原

正
毅
②

大
久
保

臼升
②

党

　

隆
雄
⑦

福
澤

臼日
弘
②

小
嶋

幸
雄
⑥

福
本

孝
行
⑦

樋
口

陽

一
②

片
桐

道雪

一②

木
下

　

勤
③

酒
井
カ
ツ
ヨ
③

島

　

義
博
⑥

田
上

紀
子
⑥

中
畑

孝
信
⑥

西
島

道
子
○

西
嶋

洋
子
③

村
上

靖
朝
③

獄
村

　

魁
③

木
原

光
男
⑥

庄
野

健
次
⑦

鈴
木
恵
津
子
⑥

昌
永
紗
智
子
①

吉
村

陽
子
②

松
本
雅

一
郎
②

石
橋

善
弘
⑦

徳
重

　

認
①

岩
淵

謙
治
①

岸
本

雄

二
③

武
田

正
勝
②

武
田
初
代
子
②

近
藤

雄
文
⑥

西
嶋

克
司
◎

樺
島

政
信
③

上
杉

和
稔
①

富
田

英
寿
⑥

野
上

折
口
子
①

益
尾

天
激
⑥

小
山

正
文
①

石
橋

正
治
①

亀
石

正
之
①

藤
田
　
一
枝
④

松
尾

こ炉
美
③

蓮
尾

正
博
③

森

　

祐
行
⑤

吉
安

蓉
子
③

村
上

　

牧
⑤

小
谷

修

一
⑤

阿
部

口臼
弘
④

結
城

　

進
②

永
石

順
洋
⑥

重
松

史
郎
②

藤
吉
マ
ツ
ヱ
④

亀
井

勝
夫
②

岸
川

　

龍
①

山
本

光
玄
④

吉
開

史
朗
③

田
中

靖
高
①

香
立
る

三ヽ

①

藤
瀬
三
枝
子
④

野
見
山

実
④

頃
末

隆
英
②

友
原

静
生
②

森
口

智
子
④

山
本

信
行
①

領
座
玄
和
堂
診
痔
所
倫〕

尾
澤

　

健
④

井
上

陽

一
③

寿
美

電
気
③

矢
野

鈴
子
③

藤
崎

和
子
③

宮
崎

正
直
④

原
田

雄
平
③

山
本

　

動
小③

高
根

　

一襲
②

高
根

幸
子
②

柴
田

優
美
②

谷
口

単妃
江
②

横
田

武
子
①

石
橋

順
子
②

西
原

正
俊
①

松
熊

友
彦
Ｏ

小
川

　

誠
③

木
皿

敦
代
①

矢
野

義
憲
①

丸
山

敏
子
Ｏ

※
新
規
の
御
加
人
（先
号
以
後
、
平
成
十
六
年
十

一
月
十
日
現
在
）を
、
記
載
い
た
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
何
年
ご
方
名
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
然
と
文
化
の
小
天
地
創
造

幹
汚裾
残

協
賛
会

（個
人
）午
問
１
万
円
⌒何
日
で
も
可
）

〃
　
　
⌒法
人
）年
十‐‐‐
３
万
円
⌒何
日
で
も

――丁
）

友
の
会

年
間
３
千
円
（何
日
で
も
可
）

⌒館
の
活
動
、
館
誌
晰
読
と
催
事
企
画
に
参
加
）

〔卒却鞠報的帳審姉理削年省
柿筑硬整キ師空寸の
〕

納
入
方
法
――
邸
使
依
作
０
１
７
３
０
‐９
‐６
０
９
７
０

財
―ヽ――
法
人
　
能
市
い
物
鮒

右
の
公
投
受
領
は
、
そ
の
榊
度
本
誌
に
掲

載
、
以
後
会
女
相
当
期
間
を
名
締
に
し
ま
す
。

印
刷
　
大
成
印
刷
株
式
会
社

・能古博物館ご案内・

開 館  9i30～ 17:KXl(入 館16:30ま で)

休館日 12月 1日 T2月 末日の冬季のみ休館‐

入館料 大 人41Xl円・高校生以 ド無料

交 通  姪 浜 能古行渡船場→フェリー(10分)
→能古 (徒歩10分)一 博物館

〒819012 福 岡市西区能古錫 -2

a(092)883-2887

FAX(092)883-2鶴1

ホームページ htpll螂 印okondioЭm7mu駁油m

メールアドレス rnuttum@nokolet com

矢野鈴子

第 2回 絵はがき教室

クリスマス 年賀状等

早くて簡単な絵はがき

|| ||十 : 11)127日 (「L)

13 : 30-

定 サi t28名 まで

中込先 ;台と1lf l中物館

092 ( 8 8 3 ) 2 8 8 7



能 古 博 物 館 だ よ り 平成 16年 11月 10日 (6)

グ支歓勢賞

「風にゆういで」中国長震狐

のとあ化ま晶 !ぅ

呼苧

第7回 能古の風フォトコンクール
入 賞 者 発 表 ―

1声 L点

準グラィヌ娼

「能古冬景色」中山隆s弧

韓障
第 フ ロ 能 古 の 風 フ ォ トコ ン ク

ー
ル 入 豊 者

グランプリ賞  五 万円  瀬 野雄 市様  福 岡市博多区博多駅南

準グランプリ賞  三 万円  中 山隆史様  福 岡市南区井尻

特 別  賞  二 万円  中 国長之様  福 岡市早良区原

能 古 島 賞  一 万円  ふ じよしまつえ様 福 岡市中央図」ヽ笹

入   選  一 万円  小 サ|1 誠 様  福 岡市南区長住

入   選  一 万円  笠 村 悠紀様  北 九か田市門司区藤松

入   選  一 万円  高 鷹 春 一様  福 岡市早良図」ヽ田部

入   選  一 万円  高 浪 まさえ様  筑 紫野市桜台

入   選  一 万円  友 野美保子様  )螺 性 陽町

入   選  一 万円  測 野 香鶴様  福 岡市南区大楠

第フ回能古の風フォトコンクールも皆様の

おか|ザで無事終了致しました。有難うこざしヽ

ます。今回の応募総数|よ124点 でした。応募

者全員の作品を]1月 30日 迄展示致しており

ます。どうぞ御覧下さしヽ。来年のことを話す

と鬼が笑うと言しヽますが第8回 能古の風フォ

トコンクール (平成1フ年9月 30日 消印有効)

への御応募、お待ち致しております。

「おじいちゃんと鯉」瀬野雄市氏

「うれし一い主役」ふじょしまつえ氏


